
数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

大学等名

プログラム名

① 対象となる学部・学科名称 ② 教育プログラムの修了要件

③ 修了要件

必要最低単位数 単位 履修必須の有無

単位数 必須 1-1 1-6 単位数 必須 1-1 1-6

1 ○ ○ ○

単位数 必須 1-2 1-3 単位数 必須 1-2 1-3

1 ○ ○ ○

単位数 必須 1-4 1-5 単位数 必須 1-4 1-5

1 ○ ○ ○

単位数 必須 3-1 3-2 単位数 必須 3-1 3-2

1 ○ ○ ○

単位数 必須 2-1 2-2 2-3 単位数 必須 2-1 2-2 2-3

1 ○ ○ ○ ○

⑨ 選択「４．オプション」の内容を含む授業科目

授業科目 授業科目

⑤ 「社会で活用されているデータ」や「データの活用領域」は非常に広範囲であって、日常生活や社会の課題を解決する有用
なツールになり得るもの」の内容を含む授業科目
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授業科目

データ科学基礎

授業科目

データ科学基礎

授業科目

データ科学基礎

授業科目

様式１

授業科目

データ科学基礎

授業科目

令和７年度までに履修必須とする計画

岐阜大学

岐阜大学 数理・データサイエンスAIリテラシー教育プログラム

プログラムを構成する授業科目について

「データ科学基礎」1単位を取得すること。

④ 現在進行中の社会変化（第４次産業革命、Society 5.0、データ駆動型社会等）に深く寄与しているものであり、それが自ら
の生活と密接に結びついている」の内容を含む授業科目

学部・学科によって、修了要件は相違しない

データ科学基礎 4‐3データ構造とプログラミング基礎

データ科学基礎

授業科目

選択項目 授業科目

データ科学基礎

データ科学基礎

4‐4時系列データ解析

4‐7データハンドリング

⑦ 「活用に当たっての様々な留意事項（ELSI、個人情報、データ倫理、ＡＩ社会原則等）を考慮し、情報セキュリティや情報漏洩
等、データを守る上での留意事項への理解をする」の内容を含む授業科目

選択項目

データ科学基礎

授業科目

4-1統計および数理基礎

授業科目

⑥ 「様々なデータ利活用の現場におけるデータ利活用事例が示され、様々な適用領域（流通、製造、金融、サービス、インフ
ラ、公共、ヘルスケア等）の知見と組み合わせることで価値を創出するもの」の内容を含む授業科目

⑧ 「実データ・実課題（学術データ等を含む）を用いた演習など、社会での実例を題材として、「データを読む、説明する、扱う」
といった数理・データサイエンス・ＡＩの基本的な活用法に関するもの」の内容を含む授業科目
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

⑩ プログラムを構成する授業の内容

1-1

1-6

1-2

1-3

1-4

1-5

3-1

3-2

2-1

2-2

2-3

⑪ プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

社会の様々な場面で新しい価値を生み出す基盤となるデータ分析能力を身につけるために、その基礎的知識と汎用的な分
析技能を獲得する。

・AI等を活用した新しいビジネスモデル/AI最新技術の活用例「データ科学基礎」（1回目）

・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータなど/1次データ、2次データ/構造化データ、非構造
化データ/データ作成/データのオープン化「データ科学基礎」（1回目）

・データサイエンスのサイクル/流通、製造、サービス等におけるデータ・AI利活用事例紹介「データ
科学基礎」（1回目）

・データ・AI活用領域の広がり/医療、経済、研究開発、教育、経営など/仮説検証、知識発見、判
断支援、活動代替など「データ科学基礎」（1回目）

・今のAIで出来ることと出来ないこと、AIとビッグデータ「データ科学基礎」（1回目）
・非構造化データ処理：言語処理、画像/動画処理、音声/音楽処理など「データ科学基礎」（2回目）
・データ可視化：関係性の可視化「データ科学基礎」（4回目）
・データ解析：統計的推測「データ科学基礎」（7回目）

・情報セキュリティ：機密性、完全性、可用性/匿名加工情報、暗号化、パスワード、悪意ある情報
搾取/情報漏洩等によるセキュリティ事故の事例紹介「データ科学基礎」（3回目）

・データ表現/データの図表表現「データ科学基礎」（4回目）
・不適切なグラフ表現/優れた可視化事例の紹介「データ科学基礎」（5回目）
・データの比較「データ科学基礎」（8回目）

（３）様々なデータ利活
用の現場におけるデー
タ利活用事例が示さ
れ、様々な適用領域
（流通、製造、金融、
サービス、インフラ、公
共、ヘルスケア等）の
知見と組み合わせるこ
とで価値を創出するも
の

（１）現在進行中の社会
変化（第４次産業革
命、Society 5.0、データ
駆動型社会等）に深く
寄与しているものであ
り、それが自らの生活
と密接に結びついてい
る

（５）実データ・実課題
（学術データ等を含む）
を用いた演習など、社
会での実例を題材とし
て、「データを読む、説
明する、扱う」といった
数理・データサイエン
ス・ＡＩの基本的な活用
法に関するもの

・データの種類/データの分布と代表値/代表値の性質の違い/データのばらつき/打ち切りや脱落
を含むデータ「データ科学基礎」（4回目）
・相関と因果/クロス集計表「データ科学基礎」（5回目）
・母集団と標本抽出「データ科学基礎」（6回目）
・観測データに含まれる誤差の扱い/母集団と標本抽出「データ科学基礎」（7回目）
・統計情報の正しい理解「データ科学基礎」（8回目）

・データの集計「データ科学基礎」（4回目）

（４）活用に当たっての
様々な留意事項
（ELSI、個人情報、デー
タ倫理、ＡＩ社会原則
等）を考慮し、情報セ
キュリティや情報漏洩
等、データを守る上で
の留意事項への理解
をする

・AI社会原則/データバイアス、アルゴリズムバイアス/AIサービスの責任論「データ科学基礎」（1回
目）
・個人情報保護、EU一般データ保護規則(GDPR)/データ倫理：データのねつ造、改ざん、盗用、プ
ライバシー保護/AI社会原則/データバイアス、アルゴリズムバイアス/データ・AI活用における負の
事例紹介「データ科学基礎」（3回目）

授業に含まれている内容・要素 講義内容

・ビッグデータ、AI/データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの非連続的進化/データ駆動型
社会/人間の知的活動とAIの関係性/データを起点としたものの見方、人間の知的活動を起点とし
たものの見方「データ科学基礎」（1回目）
・データ量の増加、計算機の処理性能の向上、AIの非連続的進化「データ科学基礎」（3回目）

（２）「社会で活用されて
いるデータ」や「データ
の活用領域」は非常に
広範囲であって、日常
生活や社会の課題を
解決する有用なツール
になり得るもの
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

様式２

①プログラム開設年度 年度

②履修者・修了者の実績

合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性 合計 男性 女性

教育学部 1,001 220 940 1 1 0 1 1 0 0 0 1 0.1%

地域科学部 458 100 420 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0%

医学部 975 190 980 106 64 42 106 64 42 0 0 106 11%

工学部 2,250 510 2,100 19 13 6 12 7 5 0 0 19 1%

応用生物科学部 896 190 840 19 10 9 15 7 8 0 0 19 2%

社会システム経営学環 64 30 60 32 10 22 28 8 20 0 0 32 53%

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

合　計 5,644 1,240 5,340 177 98 79 162 87 75 0 0 0 0 0 0 177 3%

修了者数

令和3年度

履修者数 修了者数

岐阜大学

プログラムの履修者数等の実績について

令和4

学部・学科名称
入学
定員

収容
定員

令和4年度
履修者

数
合計

履修率学生数 履修者数
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式３

大学等名

① 全学の教員数 804 人 （非常勤） 539 人

② プログラムの授業を教えている教員数 8 人

③ プログラムの運営責任者

（責任者名） （役職名）

④ プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）

（責任者名） （役職名）

⑤ プログラムを改善・進化させるための体制を定める規則名称

⑥ 体制の目的

⑦ 具体的な構成員

岐阜大学

教育の質・履修者数を向上させるための体制・計画について

岐阜大学教育推進・学生支援機構規程、教育推進・学生支援機構基盤教育センター細則、基盤教育センター部会内規

教育推進・学生支援機構基盤教育センターに数理・データサイエンス・AI部会を置く。数理・
データサイエンス・AI部会は、数理・データ科学の素養を広範に学び、数理的思考及び情報処
理の基礎力を身につけた人材を育成することを目的に、データ科学科目の企画・実施・評価・
改善を行う。

工学部電気電子・情報工学科／教育推進・学生支援機構　教授　横田　康成（部会長）
教育学部技術教育　教授　福岡　大輔
地域科学部地域政策学科　助教　中塚　温
大学院医学系研究科医科学専攻　准教授　一宮　尚志
医学部看護学科　助教　牧　茂義
工学部電気電子・情報工学科　准教授　鈴木　優
応用生物科学部生産環境科学課程　准教授　田中　貴
社会システム経営学環　准教授　奥岡　桂次郎

教育推進・学生支援機構基盤教育センター　数理・データサイエンス・AI部会

横田　康成 教育推進・学生支援機構副機構長

山田　敏弘 副学長（教育・学生支援担当）

(常勤）
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

⑧ 履修者数・履修率の向上に向けた計画 ※様式１の「履修必須の有無」で「計画がある」としている場合は詳細について記載すること

令和４年度実績 令和５年度予定 令和６年度予定 33%

令和７年度予定 令和８年度予定 収容定員（名） 5,340

⑨ 学部・学科に関係なく希望する学生全員が受講可能となるような必要な体制・取組等

⑩ できる限り多くの学生が履修できるような具体的な周知方法・取組

⑪ できる限り多くの学生が履修・修得できるようなサポート体制

⑫

「データ科学基礎」は、オンデマンドで授業を実施し、オンライン質問対応を行っている。また、
授業担当教員に加え、TAが受講生に対して、きめ細かな学修サポートを行う体制としている。

令和6年度から「データ科学基礎」を全学部の必修科目とし、入学した1年生全員が履修すると
ともに、教育学習支援システム（LMS)の「お知らせ」機能を用いて受講を促す。また、大学ホー
ムページ、広報誌、イベント等によりプログラム内容の紹介や学修成果の発信を行うことで、本
教育プログラムを学生に周知する。

3%

56%

10%

履修率100%を目標とする。目標を実現するため、本教育プログラムを開設した令和4年度は、
医学部医学科および社会システム経営学環で「データ科学基礎」を必修科目とし、令和6年度
入学者からは全学部必修科目とすることを計画している。令和5年4月から教育推進・学生支援
機構に教学DX推進センターを新たに設置して数理・データサイエンス・AI教育に関する教育の
質・履修者数を向上させるための体制を強化した。なお令和5年度は357名が履修登録を行っ
ている。

授業担当教員に加え、複数名のTAが質問対応を行うことにより、受講者数が増加した場合に
も、全受講者に対してきめ細かな学修サポートを行うことが可能となっている。また、講義はオ
ンデマンド教材としており、教育学習支援システム（LMS）上で公開し、岐阜大学すべての学生
が閲覧できるようにしている。

授業時間内外で学習指導、質問を受け付ける具体的な仕組み

本教育プログラムは、教育学習支援システム（LMS）上で管理している。不明点等はいつでも
チャット、メール等により質問することができ、質問は部会の教員またはTAを通じて返答する体
制を整備している。

具体的な計画

76%
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数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度【リテラシーレベル】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 様式４

大学等名 岐阜大学

① プログラムの自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）

（責任者名） 纐纈　守 （役職名） 教育推進・学生支援機構副機構長

② 自己点検・評価体制における意見等

学内からの視点

学外からの視点

内容・水準を維持・向上しつ
つ、より「分かりやすい」授業
とすること

教育推進・学生支援機構基盤教育センターに設置された部会において、学生の修了状況や、課題の解答状況、授業
評価アンケートの結果の分析を行い、「分かりやすさ」の観点から教材や授業実施方法の改善策を検討している。ま
た、定期的に授業担当教員へのFDを行うことにより、授業の水準の維持・向上を図っている。

教育プログラム修了者の
進路、活躍状況、企業等
の評価

各学部において、卒業時に就職先の調査を行っている。本プログラム開始は令和4年度であり、卒業生が社会に出る
のは令和8年度以降となる見込みだが、全学的な卒後調査の実施の際に可能な範囲で活躍状況等の調査を実施する
予定である。

産業界からの視点を含め
た教育プログラム内容・手
法等への意見

令和3年度に監査法人トーマツに委託し、東海地域の企業7社（支社を含む）に対して大学の数理・データサイエンス・AI
教育への期待、協業の希望等についてヒアリングを実施した。得られた意見は、今後の地域連携体制の構築や、カリ
キュラム・教材の改善の参考とする。

数理・データサイエンス・ＡＩを
「学ぶ楽しさ」「学ぶことの意
義」を理解させること

各講義において情報科学の社会とのつながりについて最新の事例に基づいて紹介し、学生の動機づけを図っている。
データサイエンスを学ぶことの楽しさや意義を学生がより理解できるような授業内容としている。

学生アンケート等を通じた
学生の内容の理解度

授業評価アンケートを通じて、学生の理解度を把握している。授業内容を理解できたかを問う設問において、80%の受
講生が「あてはまる」または「ややあてはまる」と回答したことから、授業の難易度は適切であると考えられる。

学生アンケート等を通じた
後輩等他の学生への推奨
度

授業評価アンケートを通じて、学生の知的関心の高まりや達成感が得られたかを確認している。令和6年度から全学部
必修化を予定している。全学部の1年生を受講対象とするため、後輩への推奨度は明示的には調査していないが、上
述の授業評価アンケートの設問や自由記述式のコメントから、後輩等にも受講を推奨できると評価している受講者が
多いと考えられる。

全学的な履修者数、履修
率向上に向けた計画の達
成・進捗状況

令和6年度から「データ科学基礎」を全学部必修科目とすることを決定しており、履修者数、履修率の向上に向けて取り
組んでいる。
また、教育推進・学生支援機構基盤教育センターに設置された部会において授業方法や教材の見直しを行うことで、
教育の質の確保を図り、学生の修了率を向上させる。

学修成果

教育推進・学生支援機構基盤教育センター 数理データサイエンスAI部会において、受講者に対して実施している授業
評価アンケートの結果を分析することによって、学生の理解度を把握することができる。また、学生の所属・学年別での
修了状況や、教育学習支援システム（LMS）上で実施した課題への回答状況を分析することにより、授業の難易度に問
題が無いかを確認している。これらの分析結果は、教育推進・学生支援機構　企画運営会議と共有し、本教育プログラ
ムの評価・改善に活用する。

自己点検・評価について

自己点検・評価の視点 自己点検・評価体制における意見・結果・改善に向けた取組等

プログラムの履修・修得状
況

教育推進・学生支援機構基盤教育センターに設置された部会において、プログラムの履修・修得状況の分析を実施す
る。全学生向け教育学習支援システム（LMS）の活用により、受講者ごとの課題への回答状況を把握している。本プロ
グラムは、全学共通科目として開講している「データ科学基礎」を必修要件としており、「データ科学基礎」は令和6年度
より全学部必修の授業科目とすることを予定している。

教育推進・学生支援機構基盤教育センター　企画運営会議
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②令和4年度のシラバス
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③令和４年度の「認定教育プログラム」が全学部等に開講されていることが分かる資料

「全学共通教育科目履修案内2022」抜粋
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④プログラムを改善・進化させるための体制（委員会・組織等）の設置規則
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○岐阜大学教育推進・学生支援機構規程

(平成25年12月1日規程第62号)
改正 平成27年4月1日 平成28年4月1日

平成28年4月19日 平成28年8月5日

平成29年4月1日 平成30年4月1日

平成31年4月1日岐阜大学規程第53号 令和2年3月9日岐阜大学規程第27号

令和3年3月19日岐大規程第145号 令和3年9月14日岐大規程第17号

令和4年3月7日岐大規程第44号 令和5年2月20日岐大規程第55号

(趣旨)

第1条　この規程は，岐阜大学組織運営規程（令和2年度岐大規程第1号）第26条第1

項に規定する教育推進・学生支援機構(以下「教育機構」という。)に関し必要な

事項を定めるものとする。

(目的)

第2条　教育機構は，岐阜大学(以下「本学」という。)における大学教育の質の向

上及び社会に求められる有為な人材を養成する機能の強化を図るため，全学的な

教育の推進・改善及び入学から卒業・修了までの一貫した学生支援に関する企

画・運営を行うことを目的とする。

(業務)

第3条　教育機構は，学部，学環，研究科，地域協学センター，保健管理センタ

ー，高等研究院科学研究基盤センター，グローカル推進機構日本語・日本文化教

育センター及び情報連携推進本部と連携し，次の各号に掲げる業務を行うものと

する。

一　大学教育の質保証に関すること。

二　教養教育の企画及び実施に関すること。

三　学生の受入れ，学修支援，学生生活支援，キャリア支援等の企画及び実施に

関すること。

四　地域を志向した教育の企画，連携及び実施に関すること。

五　教職課程(教育学部を除く。)の支援並びに教職課程の連携の推進及び自己点

検・評価に関すること。

六　全学的なファカルティ・ディベロップメントの企画運営に関すること。

七　他機関等との連携による教育の企画及び実施に関すること。

八　その他教育機構の目的を達成するために必要なこと。

(組織)

第4条　教育機構に，教育推進・学生支援機構長(以下「機構長」という。)の他，

次の職員を置く。

一　副機構長

二　専任の大学教員

三　兼任の大学教員

四　その他の職員

(副機構長)

第5条　副機構長は，本学の大学教員のうちから，機構長の推薦に基づき，学長が

選考する。

2　副機構長は，機構長の業務を補佐し，機構長に事故があるときはその職務を代

理する。

3　副機構長の任期は，機構長の定める期間とする。

(教学企画室)

⑤自己点検・評価を行う体制（委員会・組織等）の設置規則
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第6条　教育機構に，全学的な教育活動に係る企画立案を行うとともに，大学教育

における教育効果の評価及び分析に関すること，教育の質保証に関すること，そ

の他の教学IRに関することを行うため，教学企画室を置く。

2　教学企画室に関し必要な事項は，別に定める。

(教学委員会)

第7条　教育機構に，全学的な視野から教育の推進及び学生への支援に関する事項

を審議するため，教学委員会を置く。

2　教学委員会に関し必要な事項は，別に定める。

(機構戦略会議)

第8条　教育機構に，教育機構の管理運営に関する事項を審議するため，機構戦略

会議を置く。

2　機構戦略会議に関し必要な事項は，別に定める。

(機構連絡会議)

第9条　教育機構に，機構長の指定する者で構成する機構連絡会議を置き，教育機

構内の意見交換，連絡調整を行う。

(センター)

第10条　教育機構に，次の各号に掲げるセンターを置く。

一　アドミッション・センター

二　基盤教育センター

三　キャリア・学生支援センター

四　教職課程支援センター

五　教学DX 推進センター

六　地域高等教育連携センター

2　前項に規定するセンターにセンター長を置き，当該センターの業務を総括す

る。

3　センター長は，第4条第1号から第3号までに規定する職員のうちから，機構長が

指名する。

4　センター長の任期は，2年とし，再任を妨げない。なお，任期の途中でセンター

長の交代があった場合の後任のセンター長の任期は，前任者の残任期間とする。

ただし，機構長の任期の範囲内とする。

5　前各項に規定するもののほか，センターに関し必要な事項は，別に定める。

(プロジェクトセンター)

第11条　教育機構に，プロジェクトセンターを置くことができる。

2　プロジェクトセンターに関し必要な事項は，別に定める。

(専任の大学教員)

第12条　第4条第2号に規定する専任の大学教員の選考については，別に定める。

(兼任の大学教員)

第13条　第4条第3号に規定する兼任の大学教員に関し必要な事項は，別に定める。

(庶務)

第14条　教育機構に関する庶務は，関係部局の協力を得て，学務部において処理す

る。

(雑則)

第15条　この規程に定めるもののほか，教育機構に関し必要な事項は，機構長が定

める。

附　則

この規程は，平成25年12月1日から施行する。
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附　則(平成27年4月1日)

この規程は，平成27年4月1日から施行する。

附　則(平成28年4月1日)

この規程は，平成28年4月1日から施行する。

附　則(平成28年4月19日)

この規程は，平成28年4月19日から施行する。

附　則(平成28年8月5日)

この規程は，平成28年8月5日から施行し，平成27年4月1日から適用する。

附　則(平成29年4月1日)

この規程は，平成29年4月1日から施行する。

附　則(平成30年4月1日)

この規程は，平成30年4月1日から施行する。

附　則(平成31年4月1日岐阜大学規程第53号)

この規程は，平成31年4月1日から施行する。

附　則(令和2年3月9日岐阜大学規程第27号)

この規程は，令和2年4月1日から施行する。

附　則(令和3年3月19日岐大規程第145号)

この規程は，令和3年4月1日から施行する。

附　則(令和3年9月14日岐大規程第17号)

この規程は，令和3年9月14日から施行する。

附　則(令和4年3月7日岐大規程第44号)

この規程は，令和4年4月1日から施行する。

附　則(令和5年2月20日岐大規程第55号)

この規程は，令和5年4月1日から施行する。
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岐阜大学教育推進・学生支援機構基盤教育センター企画運営会議内規 

 

（趣旨） 

第１条 この内規は，岐阜大学教育推進・学生支援機構基盤教育センター細則第６条第２

項の規定に基づき，教育推進・学生支援機構基盤教育センター（以下「センター」とい

う。）に置く企画運営会議に関し必要な事項を定めるものとする。 

（審議事項） 

第２条 企画運営会議は，センターに関する次の各号に掲げる事項を審議する。 

一 基盤教育の基本計画及び実施計画の原案作成に関すること。 

二 基盤教育のうち全学共通教育のカリキュラム編成・授業編成に関すること。 

三 基盤教育のうち全学共通教育の授業担当者及び非常勤講師の配置に関すること。 

四 定期試験の実施及び成績評価に関すること。 

五 基盤教育の教材開発に関すること。 

六 基盤教育の調査・研究に関すること。 

七 基盤教育の点検・評価及びこれに基づく見直しに関すること。 

八 学生に対する学修支援に関すること。 

九 学生に対するキャリア教育（正課教育）に関すること。 

 九 その他基盤教育の推進に関し必要なこと。 

（組織） 

第３条 企画運営会議は，次の各号に掲げる構成員をもって組織する。 

一 センター長 

二 副センター長 

三 教育推進・学生支援機構教員 

四 センター部会長 

五 学務部長 

六 その他センター長が必要と認める者 

２ 前項第６号に規定する構成員は，センター長が指名する。 

（任期） 

第４条 前条に規定する構成員の任期は２年とし，再任は妨げない。ただし，任期途中で

交代する場合の後任者の任期は，前任者の残任期間とする。 

（議長） 

第５条 企画運営会議に議長を置く。 

２ 議長は，センター長をもって充てる。 

３ 議長は，会議を招集する。 

４ 議長に事故があるときは，議長があらかじめ指名する構成員がその職務を代理する。 

（会議） 

第６条 会議は，構成員の３分の２以上の出席をもって成立する。 

２ 議事は，出席した構成員の過半数の同意をもって決し，可否同数のときは，議長の決

するところによる。 
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（庶務） 

第７条 企画運営会議の庶務は，学務部全学連携教育課において処理する。 

（雑則） 

第８条 この内規に定めるもののほか，企画運営会議の運営に関し必要な事項は別に定め

る。 

 

附 則 

この内規は，令和２年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この細則は，令和３年４月１日から施行する。 
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数理・データサイエンス・AIリテラシー教育プログラム取組概要

修了要件 下記の授業科目の単位を修得
○データ科学基礎（Introduction to Data Science）
・全学共通教育科目
・前学期，1単位
・医学部医学科、社会システム経営学環は必修科目
・2025年度（令和6年度）より全学部必修化
・文理共通
・データ分析能力を身につけるうえで最も重要な基礎的知識を修得
・必要に応じて高校レベルの数学（高校2年次までの内容）を用いた解説を行うことがあるが，学生
が概要を直感的に理解することを優先

・授業の構成
1. データ科学の役割
2. コンピュータにおけるデータの表現と処理
3. 情報倫理と関連法規
4. データの可視化・要約
5. 変数間の関係
6. 確率について
7. 統計的推定
8. 統計的検定

数理・データサイエンス・AI部会企画運営会議

学部・研究科を共通する正課教育及びその支援教育に
おいて，その基盤となる共通教育（教養教育及び社会
に出るための基盤教育）並びにその学修支援を企画・実
施し，かつ点検・評価を行う （所掌業務）

一 授業編成及び教育内容に関すること。
二 授業担当者配置の原案作成に関すること。
三 シラバス及び履修案内の原案作成に関すること。
四 授業・試験時間割等実施に関すること。
五 その他全学共通教育科目の開講に関し必要なこと。

全学共通教育科目のうち、数理・データサイエンス・AIに
係る授業科目の企画，実施，評価・改善を行う

構成員：教育推進・学生支援機構副機構長、学部、学環
から選出された教員（授業担当教員含む）

・授業評価アンケートやFD等を実施し、教育水準の維
持・向上を図る

（所掌業務）
一 教養教育の企画及び運営に関すること。
二 ガイダンス等学生の履修支援に関すること。
三 初年次教育の実施に関すること。
四 全学的なファカルティ・ディベロップメント並びにスタッフ・ディベロップメ
ントの企画及び実施に関すること。
五 アカデミック・コア及びアクティブ・ラーニング教室の運営に関すること。
六 その他基盤教育の推進に関すること。

・自己点検・評価及び改善に関する検討、提言

実施・改善

教育推進・学生支援機構 基盤教育センター 数理・データサイエンス・AI教育に関する教育の質・履修者数を向上させるための体制

目 的 社会の様々な場面で新しい価値を生み出す基盤となるデータ分析能力を身につけるために、
その基礎的知識と汎用的な分析技能を獲得する

構成員：教育推進・学生支援機構副機構長、学部、学環から
選出された教員

対象 全学部
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数理・データサイエンス・AI教育の組織・学内外連携体制

シームレス数理・
データ科学教育共創部門

東海国立大学機構

岐阜大学

教育推進・学生支援機構

基盤教育センター

教学DX推進センター

数理・データサイエンス・
AI教育部会

教育基盤統括本部
（アカデミック・セントラル）

（R5~）

名古屋大学

数理・データ科学教育
研究センター

基幹教育部門

データ科学領域

数理領域

産学連携教育部門

デジタルユニバーシティ室

情報環境部

数理・データサイエン
ス・AI教育強化拠点コ
ンソーシアム

東海デジタル人材育成
プラットフォーム

文部科学省補助金事業「超
スマート社会の実現に向け
たデータサイエンティスト

育成事業」

広島大学 三重大学各大学 各企業各大学

企画運営会議
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